
世界経済フォーラム年次総会（ダボス会議）の報告

○ 1月18日、塩崎厚生労働大臣は、ビル・ゲイツ ビル＆メリンダゲイツ財団共同
代表、ジェレミー・ファーラー ウェルカム・トラスト所長などＣＥＰＩ（感染症流行対策
イノベーション連合）（※１）の関係者と意見交換を実施。

○ 1月19日には、山本審議官（塩崎大臣の代理）が、ＣＥＰＩ発足の記者会見や関
連イベントに出席し、我が国のＣＥＰＩへの参加を表明。

※１ ＣＥＰＩ（Coalition for Epidemic Preparedness Innovations：
感染症流行対策イノベーション連合）は、世界的に重大な
影響を与える可能性が高いが、平時において需要が少ない
エボラ出血熱等の感染症へのワクチンの国際的な研究開発を
推進するもの。本ダボス会議において、正式発足。
※２ 平成29年度予算において所要額として27.5億円を計上。

概要

【日時】平成29年１月18日・19日 【場所】スイス（ダボス）
【出席者】 塩崎厚生労働大臣、山本大臣官房審議官
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エボラ、ジカ、ＳＡＲＳ・ＭＥＲＳ、ラッサ等のワクチン
（WHOブループリントに基づく１０疾患）

【目的】：感染症流行に備え世界連携でワクチン開発を促進。
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途上国を中心とする感染地域での流行封じ込め
→世界的な感染拡大阻止
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